
１１万６０００人が参加した沖縄の県民大会に衝撃を受け、国側も対応に大わらわで
す。しかし狙いは教科書会社からの「訂正申請」による決着。これでは文科省の責任が

不問に付されてしまいます。「検定意見撤回」と「記述の復活」という県民大会の決議

を決して譲るわけにはいきません。

そんななか、検定の根拠にされた注目の「大江・岩波沖縄戦裁判」も大詰めを迎え、

１１月９日には被告大江健三郎氏と原告の元戦隊長らが大阪地裁の証言台に立ちます。

終了後、沖縄・首都圏・大阪の支援団体の共催で報告集会を開きます。いち早く教科書

検定問題に取り組んできた沖縄の「すすめる会」の山口剛史さん、高校歴史教科書の執

筆者で、検定問題の当事者である坂本昇さんの報告もあります。ぜひご参加下さい。
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沖縄戦の真実は消せない―島ぐるみの闘い

著者が語る教科書検定問題


